
本寺地区地域づくり推進協議会会報「骨寺通信」第 82号                平成 29年 1月 8日 

骨寺村荘園遺跡ホームページ http://honedera.jp/ 

     

ち
い
き 「「骨骨寺寺通通信信」」  

 

第第第 888222 号号号   

   

   

発行：本寺地区地域づくり推進協議会 

岩手県一関市厳美町字若神子２４１-２ 骨寺村荘園交流館内 

今
回
で
節
目
の
十
回
目
と
な
っ
た
「
骨
寺
村
荘
園
中
尊
寺
米

納
め
」
が
、
１２
月
１１
日
（
日
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

前
日
か
ら
の
降
雪
で
、
本
寺
地
内
は
雪
景
色
。
米
納
め
ら
し

い(

？)

天
候
の
中
、
田
代
副
市
長
、
荘
園
米
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
総
勢
９５
名
の
隊
列
が
、
ほ
ら
貝
を
合
図
に
駒
形
根
神
社
を

出
発
。
道
中
、
慈
恵
大
師
拝
殿
で
菅
原
光
中
住
職
に
よ
る
安
全

祈
願
の
御
祈
祷
や
、
平
泉
町
役
場
で
の
盛
大
な
歓
迎
式
、
さ
ら

に
は
沿
道
で
の
暖
か
い
声
援
や
歓
待
を
頂
き
な
が
ら
、
中
尊
寺

ま
で
行
進
し
ま
し
た
。 

十
回
目
の
記
念
に
、
中
尊
寺
の
計
ら
い
で
本
堂
に
て
貢
納
式

を
行
わ
せ
て
頂
き
、
新
米
、
供
え
餅
、
立
木
な
ど
を
納
め
、
中

尊
寺
山
田
貫
主
よ
り
労
い
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

参
加
者
全
員
に
は
、
角
太
師
の
お
札
と
記
念
品
の
手
ぬ
ぐ
い

が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

・カフェ＆フード 

・ハンドクラフト雑貨販売 

 ・ワークショップ 

・荘園ライヴ 

 

今
年
も 

地
元
の
有
志
の
方
々
に
よ
る 

見
事
な
門
松
が 

若
神
子
亭
の
玄
関
に 

飾
ら
れ
て
い
ま
す 

 

１２
月
１７
日
（
土
）、
仙
台
圏
の
お
客
様
を
対
象
に

し
た
、
正
月
飾
り
制
作
と
餅
つ
き
の
体
験
ツ
ア
ー
が

古
曲
田
家
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
認
定
を
記
念
し
て
の
旅
行

会
社
と
の
共
同
企
画
で
、
約
２
０
名
の
参
加
者
は
、

稲
藁
を
使
っ
た
正
月
飾
り
作
り
や
、
骨
寺
産
の
も
ち 

米
を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
餅
つ 

き
、
語
り
部
に
よ
る
昔
話
な
ど
を 

楽
し
み
ま
し
た
。 

昼
食
で
は
、
も
ち
膳
料
理
に
舌 

鼓
を
打
ち
、
冬
の
本
寺
の
魅
力
を 

満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

農
水
省
が
本
年
度
創
設
し
た
制
度
で
、
農
村
地
域

の
食
文
化
を
生
か
し
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
へ
の

取
組
み
を
、
国
が
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
制
度
。
第
１
弾
の
今
回
は
、
全
国
で｢

一
関
市
・

平
泉
町
地
域
の
も
ち
食
文
化｣

を
含
む
５
地
域
が
認

定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
寺
地
域
へ
の
来
訪
者

の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 


